
平
成
九
年
間
月
筑
波
大
学
社
会
科
学
系
長

(
1平
成
一

O
年一一一

中

村

紀

一

教

授

略

歴

月

)

平
成
一
二
年
四
月
筑
波
大
学
第
一
学
群
長

(
1平
成
二
二
年
一
二
月
)

生

年

月

日

社

会

的

活

動

昭

和

一

六

年

六

月

横

浜

市

生

ま

れ

平

成

問

年

一

二

月

茨

城

県

側

人

情

報

保

護

懇

談

会

副

会

長

(
1
七

日

川

)

学

歴

平

成

八

年

一

月

土

浦

市

情

報

公

開

制

度

懇

談

会

座

長

(
1
一
O

一

昭

和

三

九

年

一

一

一

月

悶

際

蒸

背

教

大

学

教

養

学

部

社

会

科

学

科

卒

業

月

)

昭
和
三
九
年
間
月
間
際
基
督
教
大
学
大
学
院
行
政
研
究
科
一
般
行
平
成
一
一
年
五
月
取
手
市
情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保
護
制

政

専

攻

修

士

(

行

政

学

修

士

)

度

懇

談

会

隊

長

(
j
一
O
月
)

附

和

問

一

年

七

月

附

上

修

了

行

政

学

修

土

取

得

平

成

一

一

年

四

月

つ

く

ば

市

情

報

公

開

等

審

査

会

委

員

(
1現
在
)

平
成
一
四
年
間
月
つ
く
ば
市
オ
ン
プ
ズ
マ
ン

(
1現
在

)

一

一
主
な
職
歴

昭
和
四
一
年
間
月
働
東
京
市
政
調
官
窓
会
研
究
民

限
利
関
六
年
一

O
月
千
葉
大
学
講
師
(
教
育
学
部
)

昭

和

問

九

年

五

千

葉

大

学

助

教

授

(

教

し

育

学

部

)

研

究

著

作

な

ど

の

目

録

附
和
五
七
年
八
月
千
葉
大
学
教
授
(
教
育
学
部
)

附
和
六
一
年
九
月
筑
波
大
学
教
授
(
社
会
科
学
系
)

I

著

書

一

平
成
一
二
年
間
月
筑
波
大
学
第
一
学
群
社
会
学
類
自
民

(
1一
平
成
五

d

九
七
四
年
間
月
「
あ
す
の
地
方
自
治
を
さ
ぐ
る
地
域
開
発
・
公
申
告
へ

年

三

月

)

の

対

応

」

(

斎

藤

竺

編

著

・

共

著

)

学

陽

脅

一

版

。

一
平
成
五
年
五
月
筑
波
大
学
教
育
計
一
側
窓
口
氏

(
i一
平
成
九
年
間
月
)
.
九
七
六
年
五
月
「
行
政
学
識
康
一
二
行
政
の
過
程
〕
(
辻
清
明
編
集
代

中
村
紀
一
一
教
授
略
歴



筑
波
法
政
第
一
一
一
十
八
号
(
二

O
O
五

l羽

表

・

共

著

)

東

京

大

学

出

版

会

。

問

題

研

修

」

第

一

二

巻

第

一

一

一

号

、

都

市

問

題

研

究

会

、

問

一

|

一
九
七
六
年
八
月
「
現
代
の
自
治
選
欝
削
住
民
迷
動
が
私
a

論

」

(

市

中

万

一

一

員

。

一

村
紀
一
編
著
・
一
総
務
)
学
協
議
一
段
。

4

九
七

O
年
八
月
「
市
政
と
市
民
J

革
新
市
政
の
公
聴
活
動
」
吋
別
附

一
九
七
九
年
六
月
「
革
新
勢
力
』
(
白
鳥
令
編
・
共
著
)
東
洋
経
済
新
総
済
詳
論
全
両
特
集
政
・
新
内
治
体
』
恥
-
1

日
本
部
町
繍
社
、

報

社

。

間

七

l
一

五

三

氏

。

一

品
九
八
一
一
年
二
月
『
情
報
公
開
と
参
加
』
(
共
著
)
埼
玉
県
自
治
研
修
一
九
七
O
年
九
月
「
大
都
市
住
民
と
公
聴
行
政
」
「
都
市
問
題
」
第
六
…

所

。

一

巻

第

九

号

、

東

京

市

政

術

資

会

、

間

一

l
.
h
.
N
G

"
一
九
八
五
年
六
月
「
行
政
改
革
の
新
段
階
と
課
題
』
(
正
村
公
宏
編
・
一
九
七
一
年
一
一
月
「
住
民
運
動
と
地
方
議
会
・
政
党
」
「
都
市
問
題
研

共

著

)

現

代

相

好

研

究

集

問

。

究

」

第

-

-

一

二

巻

第

一

一

-

号

、

都

市

問

題

研

究

会

、

一

二

九

i
五
三
一
良
心

一
九
八
八
年
一
二
月
吋
市
民
の
安
全
・
環
境
』
〈
木
原
務
官
編
者
・
共
一
九
七
-
一
年
九
月
「
地
域
開
発
と
自
治
体
の
責
任
」
吋
ジ
ユ
リ
ス
ト
臨

箸

)

学

陽

護

隊

。

陣

吋

増

刊

特

集

四

日

市

公

警

訴

訟

』

第

一

丸

一

閥

号

、

有

斐

附

、

一

六

…

一
.
九
九
三
年
四
月
「
地
方
政
治
と
議
会
』
(
西
尾
勝
他
編
集
・
共
著
)
九
i
-
七
三
百
H
o

一

ぎ

ょ

う

せ

い

。

一

九

七

五

年

間

月

「

自

治

体

の

情

報

管

理

と

住

民

参

加

」

『

ジ

ユ

リ

ス

ト
増
刊
総
合
特
集
現
代
都
市
と
自
治
」
第
・
号
、
有
斐
閥
、
a

d

E

学

術

論

文

九

削

i
一

一

九

八

百

同

。

一

一
九
六
七
年
二
月
「
根
岸
湾
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
と
公
袋
行
政
」
『
鋼
一
九
七
五
年
一
一
一
月
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
シ
l
ン
と
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
l

一

査
季
報
』
尚
一
一
二
、
横
浜
市
総
務
局
行
政
部
調
査
袋
、
間
七
|
五
ト
!
日
・
米
政
治
風
土
考
」
「
倫
理
政
経
月
報
』
第
問

O
号
、
山
一

五

夜

。

川

出

版

社

、

一

l
L
一

一

頁

。

…

一
九
六
九
年
五
月
「
市
民
・
広
場
・
都
↑
巾
|
羽
仁
五
郎
著
『
都
市
の
論
一
九
七
六
年
一

O
月
「
政
府
広
報
の
実
態
と
問
題
点
」
『
ジ
ユ
リ
ス
ト

理
』
を
読
ん
で
i
」
『
都
市
問
題
』
第
六

O
巻
第
五
号
、
東
京
市
期
刊
総
合
特
集
現
代
の
マ
ス
コ
ミ
』
第
五
号
、
有
斐
閣
、
四
六

1
.

政
調
査
会
、
八
四

i
九

三

頁

。

八

O
賞

。

一

一
九
六
九
年
一
二
月
「
市
民
意
識
・
市
民
組
織
・
市
民
遂
動
」
『
都
市
一
九
七
七
年
一
一
一
月
「
情
報
と
自
治
体
行
政
」
『
行
政
管
纏
』
第
二
八
巻
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第
二
号
、
東
京
都
、
ヒ

i
一

四

良

。

六

一

一

|

八

O
真

。

一

一
九
七
七
年
七
月
「
住
民
運
動
と
組
織
と
構
造
」
「
地
域
開
発
」
尚
一
一
九
八
一
一
一
年
.
0
月
「
原
子
力
開
発
利
川
長
期
計
樹
へ
の
疑
問
」
『
絞

五
五
、
日
本
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー
、
一
九
i
一
一
二
一
民
。
済
評
論
楠
刊
号
市
民
エ
ル
ギ
1
白
書
」
日
本
評
総
社
、
.
八
i
R

一
九
七
七
年
一

O
月

「

市

民

運

動

|

迷

惰

と

参

加

を

求

め

て

」

吋

講

談

二

間

延

。

…

社
百
科
事
典
グ
ラ
ン
ド
ユ
ニ
バ
ー
ス
』
第
一
一
巻
、
講
談
社
、
一
-
九
八
開
年
一

O
月
「
「
殺
か
な
生
活
」
と
管
現
社
会
」
吋
経
済
評
給
増

間

二

|

一

間

五

賞

。

刊

号

市

民

エ

ネ

ル

ギ

ー

白

書

」

日

本

評

繍

社

、

問

1
・
0
一
良
o

a

九
七
九
年
二
月
「
〈
地
方
自
治
〉
試
考
|
中
央
・
地
方
・
住
民
」
「
忠
一
九
八
五
年
4

月
「
住
民
意
識
の
変
選
l
問
題
史
的
考
察
」
吋
地
方
自

惣
の
科
学
」
第

-o
…
号
、
思
想
の
科
学
研
究
会
、
一
一
二

l
一一一

O

治
職
員
研
修
』
第
一
九
巻
第
一
号
、
項
ね
民
研
修
協
会
、
五
三
li--

民
O

L

ハ
O
賞

。

…

一
九
七
九
年
八
月
「
広
報
・
広
聴
行
政
の
現
状
と
背
景
」
「
広
報
」
第
一
九
八
五
年
六
月
「
行
政
計
一
附
体
制
捜
に
お
け
る
参
加
と
瑚
刑
務
|
ミ
ド
ル

一
二
一
一
号
、
日
本
広
報
協
会
、
九
|
:
一
氏
。
レ
ベ
ル
の
計
断
・
ス
タ
ッ
フ
の
役
剣
を
中
心
に
」
吋
一
行
政
に
お
け

一
九
八
・
年
二
一
月
「
住
民
活
動
と
自
治
体
」
吋
行
政
管
現
』
第
三
二
巻
る
計
一
削
管
制
服
シ
ス
テ
ム
の
確
な
に
関
す
る
減
税
研
究
給
処
報
告

第

二

号

、

東

京

都

、

七

|

一

一

一

一

.

員

。

向

」

総

務

庁

長

符

官

房

総

務

課

、

六

八

i
八
0
.
良
。

一
九
八
a

年
間
月
「
情
報
公
開
参
加
行
政
の
内
災
化
」
「
ジ
ユ
リ
ス

J

八
九
五
年
.
0
月
「
版
発
と
高
度
管
現
社
会
」
「
経
済
一
評
論
酬
明
刊
号

ト
揃
哨
刊
総
合
特
集
地
方
の
新
時
代
と
公
務
間
以
」
第
一
一
二
号
、
有
市
民
の
版
発
白
書
」
日
本
評
論
社
、
三
一
山
…
・
2

一一二氏。

斐
閥
、
二
五
九
i
コ

ム

ハ

側

資

。

‘

九

八

六

年

七

月

「

広

報

・

広

聴

の

諜

題

と

誕

紫

」

「

自

治

研

修

』

尚

一

一
九
八
一
年
五
月
「
現
代
広
報
の
現
代
的
構
凶
」
「
広
報
」
第
三
二
一
間
・
一
一
一
七
、
自
治
大
学
校
、
一
一
grott

九

一

氏

。

…

巻

、

日

本

広

報

協

会

、

二

六

|

一

一

一

一

一

氏

。

-

九

八

七

年

コ

月

「

『

市

民

ニ

1
ズ
」
に
関
す
る
お
r
「
の
考
祭
」
「
都
市

-
九
八
J

年
八
月
「
企
業
誘
致
と
自
治
体
の
政
策
決
定
」
吋
ジ
ユ
リ
ス
問
題
研
究
」
第
一
一
一
九
巻
第
二
号
、
郎
市
問
題
研
究
会
、
一
1
0
|
問

ト
」
第
七
一
二
七
号
、
有
斐
閥
、
一
…
六
i
一

一

コ

一

氏

。

二

一

向

日

。

…

J

九
八
一
二
年
五
月
「
行
政
計
一
酬
の
実
効
性
と
参
加
」
「
行
政
計
樹
の
メ
一
九
八
八
年
三
月
「
政
治
学
ノ
l
ト
(
そ
の
一
)
」
「
筑
波
法
政
い
第
a

ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
調
官
官
研
究
結
来
報
行
設
』
行
政
管
理
品
川
、
一
号
、
筑
波
大
学
社
会
科
学
系
(
法
学
・
政
治
学
)
、
一
一
五
則
!

研
究
著
作
な
ど
の
目
録

五



筑
波
法
政
第
三
十
八
叫
す
ぐ
一

O
O
五

_L~ 

ノ、

一一じ

O

H

o

J

九
九
六
年
六
月
「
向
皮
情
報
化
社
会
と
公
共
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
…

-
-
九
八
八
年
一
A

月
「
牧
民
参
加
と
斤
内
体
制
一
円
自
治
研
修
い
ぬ
一
コ
の
変
校
総
在
日
の
効
川
」
吋
都
市
問
題
い
第
八
七
巻
第
六
号
、
東

一
閃
じ
、
自
治
大
学
校
、
一
二
じ

im--JRハ
京

市

政

調

布

抗

会

、

↓

九

l
-
-
九

氏

ハ

…

a

九
八
九
年
江
川
「
地
域
自
忠
と
自
治
体
改
本
」
「
月
刊
自
治
山
川
い
払
川
合
九
九
六
年
一
二
月
「
ロ
フ
ソ
ン
知
刊
行
と
東
京
市
政
調
資
会
ii
「
市
民

i
h
hハ
、
れ
治
研
小
出
火
推
進
委
民
会
、
第
一
間
巻
第
‘
バ
ベ
三
一
の
関
心
い
に
関
連
し
て
」
内
部
市
問
題
い
第
八
七
巻
第
a

巾
号
、
…

l
i九
W
M
(

小泉
J

以
市
政
調
批
究
会
、
同
九
|
六

O
H
。

一

一
一
九
八
九
年
六
月
「
「
殺
か
さ
い
の
な
か
の
市
民
ニ

l
ズ
」
吋
都
市
川
問
題

一

研

究

ι

第
附
川
‘
巻
第
六
号
、
都
市
問
題
研
究
会
、
二
二
二
1
1
問
内
氏
。

E

そ

の

他

…

九
八
九
年
.
‘
一
月
「
都
市
行
財
政
の
公
共
性
・
効
率
性
と
地
域
民
主

A

九
七
五
年
五
月
「

X
1
1

市
民
参
加
」
吋
都
市
問
題
の
蒸
礎
知
識
い

J1
義
」
吋
都
市
問
題
い
第
八

O
巻
第
占
一
H

ゲ
、
東
京
市
政
調
官
究
会
、
伊
藤
袴
巾
編
集
代
表
、
右
斐
閥
、
一
一
六
九

1
5ヒ
五

H

-

e

L

ハ・

1

七
-
J
H
H
Q

占
九
じ
七
年
‘
九
月
「
読
市
川
高
品
川
尚
一
般
吋
山
内
山
川
と
ポ
リ
テ
ィ
!
ク
ご
す
け
'

…

九

九

A

年
J
A
H
H

「
大
規
模
小
光
山
と
地
域
社
会
|
前
提
的
考
祭
」
吋
都
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
崎
市
八
巻
第
三
な
、
託
会

ltl-ι

…

-

一

氏

。

一

'

市

問

題

研

究

い

第

間

三

巻

第

・

二

号

、

都

市

問

題

研

究

会

、

間

二

-

九

八

六

年

‘

A

月
「

P
8
3呉
市
刊

2
E
o
s
-
n
o
g
S
F
5
0口問。
?
E
5
5・…

五
六
点
。

Z
S
Z〈
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